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昭和24年に新制大学に切りかわって，文学部にフランス文学科が創設さ
れた時， 1年次生と 2年次生とが同時に開講と云うことになった。学生数は
合せて20名程のささやかな発足であった。教授ほ三木先生おひとりであっ
て，最もほりきっておられた時であるように思われる。なにしろ，少人数
の学科であったので，専門科目の授業は最も小さな教室が割り当てられた
のほ当然の事であろうが，学舎自体が古びた木造建てであり，隙間が多か
ったので，下の用務員室の煙が，教室内にはいってくるような有様の一番
おそまつなものであった。ところが，その窓からはバラック建ての西村食
堂を見おろすことが出来た。又一方その食堂から教室を窺うことも出来た。
吾々学生はその食堂の一隅に陣取り，文学論をたたかわせ，しばしば焼ち
ゅうを（後にほ上等のトリスとなったが）もちこんで，議論に熱中した。
自然の成り行きで，授業は極く少数の者だけ，時にはそれも交替で出ると
云う有様だった。しかし，先生は「諸君ほ…」と例の大きな声で講義をさ
れて，何かこちらの方がバツの悪い感じがしたものだった。講義を終えら
れ御帰宅となると，下の食堂から先生を呼びに行き，吾々の酒宴に加って
もらったが，別にサボッたことをとがめず実に楽しそうに文学論に加わら
れた。先生の青春時代の武勇伝を知ったのはそういったおりであった。
或る時，先生は勿論，吾々学生もかなりアルコールがまわっての帰り道，
吾々が「先生，明日の授業を休講にして下さいませんか」と頼んだところ，
即座に「ようし，俺は明日キュウコウするぞ／」と云う御返事。一同歓声
を挙げたことは云うまでもない。あまり熱心に出席はしなくとも，授業の
進み具合など気にするのが学生気質。そこで，一人はおそるおそる先生に
念をおそうとして， 「先生，本当に明日はお休みですか」とうかがったの
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だった。 「何を云うか。俺の云うキュウコウはエクスプレスのことよ。そ
んなこと知らんのかね。君。」 そこで一同シュン。
酒はいくら飲んでもよい。若い時はもっと飲んでもよい。しかし，翌日
に支障を来たすような酒を飲むなと云うことで，その場の結論とされた。
御一緒に酒を飲んだ翌日，朝早く地獄坂を登って学舎へむかわれる姿を何
回となくお見かけしたものだった。
大好きなその酒を晩年は慎しまれ， 70オまでは勤め通すのだと仰言って
いたのだったが，それもあとほんのわずか半年と云うところで昇天されて
しまった。先生御自身も天国で云っておられるであろうが，色々と記念事
業を計画していただけに私共としても誠に残念至極である。
（本学教授）
